
前期終業式 
9月 30日（水） 

放送による表彰式・壮行会・終業式を行いました。この形式に

もだいぶ慣れてきたように思います。 

前期終業式校長講話要旨 

 表彰を受けた皆さん，おめでとう。本校の生徒の活躍が学校の活性化に大きく貢

献していることは大変すばらしいことです。困難な状況の中でもしっかりと練習を

積んで結果を出したということを大いに称えたいと思います。 

 

 生徒会新役員の皆さんには，生徒会活動の中心となって活躍することを期待しま

す。本校は，不易と流行，伝統と革新，その両方を大切にしてきました。本校の校

訓及び綱領（誠実・剛健・進取）を理想として生徒会活動がさらに高めてください。 

 

新型コロナウイルス感染症による学校生活への影響はこれからも続いていくと覚

悟し，科学的な視点を持ち冷静に対処しましょう。正しく恐れることが必要です。 

〇具体的には，感染しないための手洗い・うがい・三密防止の徹底を続ける 

 〇万一感染者が出ても感染した人を責めるのではなく，自分が当事者であったら

という視点で感染者に対して，労りと思いやりの気持ちで接する心構えも必要です。 

 

 命の大切さについて 最近，人気芸能人が自ら命を絶ったと思われる報道が続い

ています。事情を知らない私がとやかく言えないが，誰かに相談できなかったので

しょうか。残念でなりません。 

皆さんの命が生まれ，ここにいるのは多くの人の命の繋がりの結果です。その繋

がりはこれからも続いてゆきます。皆さんの命は皆さんだけのものではないと言っ

ても良いと思います。家族，親類，友人，下妻一高で生活するすべての人の命が繋

がっています。この繋がりは奇跡のようなものでもあります。 

困ったことや悩みに対しては必ず解決の糸口があるはずです。誰かに話すだけで

も楽になることもあります。相談できる相手は，身近な人に限りません。様々な窓

口があります。何かあっても一人で思いつめないで欲しいし，周囲の人も何か気づ

いたら声を掛けたり，見守ってあげたりしてください。そっと手を差し伸べること

で救われる人もいるはずです。皆さんには周りを見渡してみる心配りができる人で

あってほしいと思います。人と人の繋がりを信じて生活していきましょう。 

 

各学年に一言 

 3 年生へ：今年も残り3か月，大学入学共通テストまでは約１００日です。進路

決定に向けて重要な時期です。第一に体調管理に注意して生活して下さい。これか

らの時期，学習に関しての教材は十分そろっているはずなので，即効性のありそう



なものなどに飛びつくことなく基礎基本を大切にして，誰でも解ける問題を確実に

解くことが肝要です。計画通りにできないことも多いだろうが，学年の先生の指導

を受けながら，学校での授業や放課後の学習を地道に積み上げよう。「慌てない・焦

らない・諦めない」という気持ちを最後まで持ち続けよう。 

 

 2 年生へ：部活動や学校行事において中心的な立場で学校生活を思いっきり味わ

う機会を削られてしまったこと，特に修学旅行の中止については，本当に残念です。

何とか実施したい思いと安全を確保したい気持ちが交錯して辛い決断となりまし

た。学校HPでも述べたように「これからがこれまでを決める」のです。前向きに

過ごしましょう。２学年通信18はとても有益なので再読してみてください。 

 

 1 年生へ：高校生活のスタートが遅れがちでしたが，下妻一高生の顔になってき

ました。BHは無くなりましたが，目的の一つであるスピーチコンテストはやり切

って下さい。何事もやり切る体験をして欲しいのです。これが後々大きな自信に繋

がるからです。 

 話の内容が多岐にわたりましたが，皆さんの心に届けばいいなと思います。 

明日から始まる後期に向けて気持ちの切り替えをしっかりやっていきましょう。 

 


